






















































































　統合報告書を読んだ感想としては、コロナ禍、原料高騰など

経営に対する大きな外部ショックにもかかわらず「World 

Without Waste（廃棄物ゼロ社会）」の目標実現に向けて着

実な取り組みで成果を上げつつあると思いました。

　容器の軽量化は環境効果と容器コスト削減が両立すること

から、コカ･コーラ社の「い・ろ・は・す」の成功以来各社で進めら

れてきましたが、さらに大きく進んでいます。これは、「い・ろ・

は・す」で極めて薄いボトルに対する消費者の認知を使いにく

さではなく、潰しやすさに変えることができたことによります。

統合報告書で軽量化製品が増えその果実がさらに大きく収穫

されていることを知りました。

　「容器の2030年ビジョン」で掲げている2030年に全ての

PETボトルをサスティナブルな素材に切り替える目標実現の

ためには、生活者、自治体、流通事業者等様々な関係者との連

携協力が必須です。この点で、三菱地所、スギ薬局、各地の自治

体と協力して使用済みのPETボトルを回収しPETボトルにリサ

イクルする水平リサイクルを推進している点は事業者自主回収

の推進、ライフサイクルでのCO2排出削減の視点で特に高く

評価できます。

　また、水平リサイクルを目指す活動がPETボトルの「ボトル

toボトル」に限らず、アルミ缶の「CAN to CAN」、物流で用いら

れるパレット、シェルにも拡がっていることは、飲料業界に限ら

ず、今後他の消費財にも拡げるべき活動だと思います。この点

では、コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス社の活

動は事業者のプラスチック問題に対する取り組みとしてスコー

プを拡げている点が先駆的であり、高く評価できます。

　石川先生には、貴重なご意見を賜り厚く御礼を申し上げ

ます。統合報告書の発行初年度として、本書では、CCBJH

グループの利益をともなう成長の実現に向け、構造的な収

益性改善に最優先に取り組む財務・非財務の戦略を明確に

打ち出しました。こうした当社の戦略に基づく取り組み、特

にサスティナビリティー戦略推進の強化などについてご評

価いただきました。今後は、各戦略を着実に実行していく

とともに、サスティナビリティーについては、非財務目標

「CSV Goals」の達成に向けて具体的な展開を図り、当社の経

営の根幹としている社会との共創価値（CSV）を実現してまい

ります。

　私たちは、ステークホルダーのみなさまのために価値を創

造し、今後何十年にもわたって選ばれる存在であり続けたいと

いう想いがあります。「すべての人にハッピーなひとときをお届

けし、価値を創造する」ことで、私たちは、持続可能な成長・企業

価値の向上に向けて歩みを進めてまいります。

石川 雅紀 氏

第三者意見を受けて

叡啓大学特任教授・学長補佐
神戸大学名誉教授

グループ会社
財務情報／会社情報

■  コカ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社
主な事業内容 清涼飲料水・アルコール飲料の製造、加工および販売
本社所在地 東京都港区赤坂九丁目7番1号 ミッドタウン・タワー
代表者 代表取締役社長 最高経営責任者  カリン・ドラガン

■  コカ･コーラ カスタマー マーケティング株式会社
主な事業内容 清涼飲料水、嗜好飲料およびその他飲料の販売
 ならびに輸出入
本社所在地 東京都港区六本木六丁目2番31号 
 六本木ヒルズノースタワー
代表者 代表取締役社長 荷堂 真紀

■  コカ･コーラ ボトラーズジャパンベンディング株式会社
主な事業内容 自動販売機のオペレーション事業
本社所在地 東京都新宿区西新宿六丁目18番1号　
 住友不動産新宿セントラルパークタワー
代表者 代表取締役社長  馬場 隆英

■  FVジャパン株式会社
主な事業内容 清涼飲料水の製造、加工および販売
 ならびにオフィスコーヒーサービス事業等
本社所在地 東京都豊島区東池袋三丁目1番1号　サンシャイン60
代表者 代表取締役社長  佐野 達彦

■  株式会社カディアック
主な事業内容 自動販売機のオペレーション事業
本社所在地 大阪府泉南市泉州空港南1
代表者 代表取締役社長  寺原 久司

■  コカ･コーラ ボトラーズジャパンベネフィット株式会社
主な事業内容 特例子会社の運営、グループ内障がい者の採用、
 定着支援およびそれらに関わる申告業務等
本社所在地 埼玉県桶川市大字加納180
代表者 代表取締役社長  上村 成彦

■  コカ･コーラ ボトラーズジャパンビジネスサービス株式会社
主な事業内容 清涼飲料水、嗜好飲料、酒類および乳飲料類ならびに
 食品等の販売に関する事務処理、情報処理、
 電話対応の受託業務、飲料販売機材の管理
本社所在地 東京都港区赤坂九丁目7番1号 ミッドタウン・タワー
代表者 代表取締役会長 兼 社長  ビヨン・イヴァル・ウルゲネス

■  株式会社伴内酒店
主な事業内容 アルコール飲料の販売
本社所在地 群馬県前橋市城東町二丁目5番2号
代表者 代表取締役  竹中 健悟

用語集

第三者意見

専門は環境経済学／環境システム分析。政府、自治体の審議会などで3R、廃棄物政策、LCAなどの専門家
として活動。2019年から叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部 特任教授。2006年、廃棄物の発生
抑制を目指すNPO法人ごみじゃぱんを設立、代表理事として、減装（へらそう）ショッピングを展開して
いる。減装ショッピングは2007年度グッドデザイン賞（新領域デザイン部門）、平成24年度3R推進功労
者表彰内閣総理大臣賞、平成24年度こうべユース賞、低炭素杯2015環境大臣賞金賞（地域活動部門）、
2017第18回グリーン購入大賞を受賞。

Executive Leadership Teamの略。 CEOと各本部長を含めたCCBJIグループ全体のマネジメント組織。

Sales and Operations Planningの略。製造や販売などの関連部門が情報を共有し、
意思決定速度を高めることでサプライチェーン全体を最適化する手法。

Creating Shared Valueの略。事業を通じて社会問題を解決し、
経済価値と社会価値の創出を両立させる考え方。

Distribution Centerの略。物流拠点。

ある結果を得るのに最も効率のよい技法、手法、プロセス、活動などのこと。
最善慣行、最良慣行と訳されることもある。
また、仕事を行うために最も効率のよい技法、手法などがあるという考え方。

使用済みPETボトルを回収・リサイクル処理した上でPETボトルとして再生し、 
飲料の容器として用いること。

Supply Chain Managementの略。資材調達から製造、物流、販売という製造から
最終需要に至る製品の流れのことで効率的な全体最適を目指す経営手法。

コカ･コーラシステムが2006年より、各地で開催している環境保護・環境教育プログラム。
森や水源地域での植樹作業、ネイチャープログラムなど多くの活動を体験するなかで、
森や生きものと触れ合いながら、「自然や水の大切さ」や「人と自然のかかわり」 「環境保護の意義」を
理解していただくことを目的としている。
このプロジェクトはコカ･コーラが世界規模で取り組む水資源保護活動の一環としても
位置付けられている。

容器にラベルをつけずに販売する製品。ラベルをなくすことにより、分別時のラベルをはがす手間を
省くとともに、プラスチックごみを削減する、家庭にも環境にもやさしい製品。

ザ コカ・コーラ カンパニーが2018年に環境負荷を低減するために
「廃棄物ゼロ社会」の実現を目指して掲げたグローバル目標。
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CSV

DC

ベストプラクティス

ボトルtoボトル

SCM

「森に学ぼう」プロジェクト

ラベルレスボトル

World Without Waste

3R（リデュース、リユース、リサイクル）、廃棄物政策、LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）などの専門家である
叡啓大学特任教授・神戸大学名誉教授の石川雅紀氏にご意見をいただきました。
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